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鹿島市大字浜
町甲４２４２

永渓山泰智寺は、肥前浜宿の酒蔵通り近く
にある鹿島藩鍋島家の菩提寺であり、元和
八年（1622年）鹿島藩初代鍋島忠茂公によ
り現在地に移築された。本堂に向かって左
手の墓所には、初代忠茂公をはじめ歴代藩
主の御霊が祭られており、菩提寺として鍋
島家に手厚く処遇されてきた。寺の背景に
は松岡山が佇み、前面には多々良川が流
れ、鹿島市を代表するロケーションであ
る。
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鹿島市大字音
成甲８１７

中村與右衛門屋敷は、第４代七浦村長とし
て４０年に渡って村政の発展に尽くした中
村家１０代目與右衛門（当主寛治氏）が、
明治４３年に江戸時代の屋敷をその形状の
まま建替えており、正門や主屋、茅葺の茶
室など、一部が当時のままの姿で残されて
いる。
現在では、中村與右衛門の人柄と功績を偲
んで保存会が発足し、演奏会や講演会の場
としても活用されている。
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